
 ドル円 ユーロ円 24H

96.25 120.56 寄付

08/11/17 ･第3四半期GDP速報値▲0.1% 97.56 123.91 安値

（月） 96.01 120.20 高値

96.45 122.00 終値

･9月の景気動向指数100.9 ドル円 ユーロ円 24H
 96.39 121.87 寄付

08/11/18 97.42 123.59 安値

（火） 96.03 121.00 高値

97.00 122.40 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 96.75 122.24 寄付

08/11/19 97.10 124.30 安値

（水） 95.66 119.50 高値

95.70 119.53 終値

･10月貿易収支▲639.19億円 ドル円 ユーロ円 24H
 ･SNBが政策金利を1.0%引き下げ 96.02 120.05 寄付

08/11/20 96.25 121.20 安値

（木） 93.55 116.45 高値

 93.70 116.69 終値

 
ドル円 ユーロ円 24H

 94.07 117.00 寄付

08/11/21 ･ｼﾃｨGに合併模索報道 95.99 120.82 安値

（金） ･FEDが緊急会議の噂 93.83 116.80 高値

95.95 120.80 終値

･11月の独IFO景気動向指数85.8 ドル円 ユーロ円 24H
 ･10月の米中古住宅販売498万戸 95.97 121.33 寄付

08/11/24 97.35 126.09 安値

（月） 94.94 119.55 高値

97.33 126.09 終値

 
･第3四半期独GDP確定値▲0.5% ドル円 ユーロ円 24H

 96.88 125.12 寄付

08/11/25 96.94 125.91 安値

（火） 94.94 122.65 高値

95.23 124.41 終値

 
･第3四半期英GDP改定値▲0.5% ･FRBが証券化商品の買取策発表 ドル円 ユーロ円 24H

 95.45 124.37 寄付

08/11/26 95.95 124.40 安値

（水） 94.60 121.93 高値

95.65 123.23 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 95.63 123.31 寄付

08/11/27 95.72 123.65 安値

（木） 94.99 122.45 高値

95.25 122.92 終値

　
ドル円 ユーロ円 24H

 95.45 123.06 寄付

08/11/28 ･露ﾙｰﾌﾞﾙに切り下げ観測 95.75 123.45 安値

（金） ･10月のﾕｰﾛ失業率7.7%  95.14 120.50 高値

95.50 121.23 終値

＊製作・著作；「FXニュースレター」          URL；　http://www.fx-newsletter.com/

東京はNY休場もあり売買手控えﾑｰ
ﾄﾞ。そうしたなか日米金利差の縮小
観測などからやや円買い優勢。

東京は当夜に予定されているｵﾊﾞﾏ
新大統領の就任式を前にした調整
の動きなどから円買い進行。

東京はFRBの発表からﾄﾞﾙ高でｽﾀｰ
ﾄ。しかし日経平均が伸び悩みﾏｲﾅ
ｽ圏に転落したことでﾄﾞﾙ売り進む。

欧米はGDPなど発表される米経済
指標が悪くﾄﾞﾙは続落。FDICによる
発表などもﾄﾞﾙの足かせとなった。

欧米はｶﾞｲﾄﾅｰ氏が次期財務長官
指名とのﾆｭｰｽが好感され､ご祝儀
的なﾄﾞﾙ買いが終始優勢。
東京勤労感謝の日で休場となったｱ
ｼﾞｱはｼﾃｨ絡みの噂や報道で右往
左往。薄商いのなか荒い値動き。
欧米は先週末同様にｵﾊﾞﾏ氏による
閣僚人事や景気対策に対する期待
からﾄﾞﾙ買い優勢。

欧米も荒れ模様。米経済指標の悪
化やｼﾃｨの人削減計画が嫌気され
たが株価は小高くﾄﾞﾙは下げ渋り。

東京は米要人発言などを受けた米
自動車ﾒｰｶｰ救済策をめぐる迷走を
嫌気し円買い優勢。
欧米は発表される米経済指標がこ
とごとく悪くﾄﾞﾙの売り材料。またNY
ﾀﾞｳが400ﾄﾞﾙ以上したことも嫌気。

欧米は米ﾘｾｯｼｮﾝ深刻化や米自動
車ﾒｰｶｰ救済に対する否定的な見
方からﾄﾞﾙ売り優勢に。

東京は日本の貿易赤字転落が嫌気
され円売り先行。ただ日本やｱｼﾞｱ
で株安が進行し、その後は円高へ。

欧米はﾕｰﾛなどｸﾛｽを中心とした相
場展開。ECB追加利下げ観測から
ﾕｰﾛ売り優勢。

東京は月末仲値不足観測などがﾄﾞ
ﾙ買い先行。しかし上値も重く上げ
渋り。経済指標は材料視されず。

欧米は連日の弱い米経済指標が嫌
気されﾄﾞﾙ続落。しかし調整的なｶ
ﾊﾞｰから終盤に反発へ。

東京は日銀やｼﾃｨ､FEDに関する各
種報道や噂を好感した動きから円
は独歩安の状況に。

欧米はNY休場で商い閑散。新規材
料難ということもあり､主要通貨はﾚﾝ
ｼﾞ内での一進一退に。

≪１１月１６日～３０日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京は豪追加利下げ観測から豪ﾄﾞ
ﾙが急落。ﾄﾞﾙ/円はﾄﾞﾙが小高く推
移した。
欧米は米財務長官らによる議会証
言を受けた株高から当初はﾄﾞﾙ高。
ただ上値も重い。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京は大荒れ。G20への失望から
早朝は円買い優勢。しかしGDPの
悪化などを材料に流れ急反転。

･前週末実施のG20で目新しいﾆｭｰ
ｽ出ず

･11月NY製造業景気指数▲25.43､
10月の米鉱工業生産1.3%､同設備
稼働率76.4%

･RBA議事録｢景気支援のため一段
の大幅利下げが必要と判断｣
･10月の米PPIは▲2.8%､9月の対米
証券投資662億ﾄﾞﾙ､11月のNAHB
住宅価格指数9
･11月BOE議事録で追加利下げを
示唆
･10月米CPIは▲1.0%､同住宅着工
件数79.1万戸､同建設許可70.8万
･FOMC議事録｢経済に必要な措置
をとることで合意｣

･GMCEO｢自動車業界が破綻すれ
ば米経済に壊滅的な打撃｣
･HH｢TARP活用した自動車ﾒｰｶｰ
支援は想定せず｣
･独連銀総裁｢ECBは追加利下げの
可能性｣
･米財務長官｢自動車ﾒｰｶｰの破綻
望まないが金融安定化法を使うべ
きでない｣
･ECB総裁｢ECBは追加利下げを除
外していない｣

･ﾍﾟﾛｼ米下院議長｢政府支援がなけ
れば米自動車ﾒｰｶｰは今後2ヵ月を
乗り切れない｣
･ﾄﾞｯﾄ上院銀行委委員長｢自動車業
界救済法案が週内に可決するのは
難しい｣

･11月のFF連銀指数▲39.3､10月の
米景気先行指数▲0.8%

･日銀会合で全員一致の金利据え
置き決定､ただ流動性供給検討も

･11月の月例経済報告で基調判断
が2ヵ月の連続下方修正

･ｵﾊﾞﾏ政権の景気対策は最大で
7000億ﾄﾞﾙに達するとの噂あり

･ﾃﾞｰﾙBOEｴｺﾉﾐｽﾄ｢BOEは必要な
らさらに利下げする｣
･米上院議会筋｢自動車救済策､超
党派で合意｣
･ﾍﾟﾛｼ､ﾘｰﾄﾞ｢議会を通過し大統領
署名を受けられる案の提出はない｣
･独連銀総裁｢必要ならさらに金融
緩和実施の余地あり｣
･ECB総裁｢12月理事会での利下げ
の可能性は排除せず｣
･ｵﾊﾞﾏ氏側近｢ｶﾞｲﾄﾅｰNY連銀総裁
を次期財務長官に指名へ｣
･WSJ紙｢米政府がｼﾃｨGの資産
3000億ﾄﾞﾙを保証、200億ﾄﾞﾙの追加
注入へ｣
･ｵﾊﾞﾏ次期大統領｢ｻﾏｰｽﾞ元財務
長官を国家経済会議委員長に｣

･第3四半期米GDP改定値▲0.5%､
同個人消費改定値▲3.7%､同ｺｱ
PCE改定値2.6%､9月ｹｰｽｼﾗｰ指数
▲17.4%､同11月消費者信頼感
44.9､同ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ指数▲38

･10月の米耐久財受注▲6.2%､同個
人所得0.3%､同消費▲1.0%､同新築
住宅販売43.3万戸､11月のｼｶｺﾞ
PMIは33.8､同ﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼
感指数55.3

･WSJ紙｢米財務長官､ｸﾚｼﾞﾂﾄｶｰﾄﾞ
などの利用促す対策発表へ｣
･FDIC｢第3四半期に問題のある銀
行数は171行､95年以来で最高｣
･FDIC総裁｢銀行破綻はさらに起こ
ると予想｣

･中国人民銀行が1年物貸出金利を
1.08%引き下げ､5.58%に
･EUが総額2000億ﾕｰﾛの経済対策
を加盟国に提案

･10月の日銀会合議事録で0.25%の
利下げ提案は須田､中村、亀崎委
員だったことが明らかに
･独財務相｢ﾕｰﾛ/ﾄﾞﾙの下落は数ヵ
月以内に終わる｣

･ｸｳｪｰﾄ石油相｢当面OPECは生産
枠変更を行わない｣

･印ﾑﾝﾊﾞｲで列車爆発などのテロ起
こる､外為･債券市場が休場
･11月独失業率7.5%､失業者▲1万
人

･10月完全失業率3.7%､同消費者物
価指数1.7%､同鉱工業生産▲3.1%

･露中銀がﾘﾌｧｲﾅﾝｽ金利を12%から
13%へ引き上げとの報道あり


